
１．件名：「新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（玄海３号機（５２３））」 

２．日時：令和２年７月２８日 １０時００分～１２時００分 

３．場所：原子力規制庁 ９階Ａ会議室（一部 TV 会議システムを利用） 

４．出席者（※・・TV会議システムによる出席） 

原子力規制庁 

（新基準適合性審査チーム） 

藤森安全管理調査官、塚部管理官補佐、御器谷管理官補佐、宮本安全審査専門職 

 

九州電力株式会社 

原子力発電本部 原子力工事Ｇ長 他１３名※ 

 

５．要旨 

（１）九州電力株式会社（以下「九州電力」という。）から、玄海原子力発電所第３号

機原子炉容器上部ふた取替工事並びに蒸気発生器保管庫共用化及び保管対象物変更

工事に関する設計及び工事計画の概要について、資料に基づき説明がなされた。 

（２）原子力規制庁は、九州電力からの説明を受け、以下の点について説明を求めると

ともに、引き続き審査を進める旨伝えた。 

○既工認との差分整理表の内容を、申請の概要や補足説明資料に記載すること。 

○原子炉容器上部ふた取替工事の差分整理において、裕度が許容値／発生値である

ことの説明を加えること。 

○蒸気発生器保管庫共用化の申請概要について、取り外した原子炉容器上部ふたの

保管状況を説明すること。 

○蒸気発生器保管庫共用化について、火災感知器バックフィットの対応状況を記載

すること。 

（３）九州電力より、了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

 提出資料： 

・玄海原子力発電所３号機 原子炉容器上部ふた取替工事に係る設計及び工事計画認

可申請の概要について 

・玄海３号機 原子炉容器上部ふた取替工事 仕様の既工認との差分整理表 

・玄海原子力発電所３号機 設計及び工事計画認可申請書 補足説明資料【原子炉容

器上部ふた取替え工事】 

・玄海原子力発電所３号機 蒸気発生器保管庫共用化及び保管対象物変更に係る設計

及び工事計画認可申請の概要について 

・玄海３号機 蒸気発生器保管庫共用化及び保管対象物変更工事 仕様の既工認との

差分整理表 

・玄海原子力発電所３号機 設計及び工事計画認可申請書 補足説明資料【蒸気発生



器保管庫共用化及び保管対象物変更工事】 

・蒸気発生器保管庫へ適用するバックフィット対象件名の整理について 

 

以上 


